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1．は じめ に

　 グ ロ
ーバ ル 化 と新 自由主義が進展す る 中

で 、家族単位の 階層再生 産や階層 E昇 を 目

指 す教育戦略が 近年多様化 し て きて い る 。

一
っ の 大 きな流れ と して 、 欧米 の 大学を 中

心 と した 高等教育の グ ロ
ーバ ル 化 が進み

（Marginson　2006）、 口本 を除 く東 ア ジ ア で は、

自国の 教育 トラ ッ クを選択せ ず 、欧米 の 教

育機 関 へ の 進 学 を通 して 英語 の 能 力な どを

含む 「グ ロ
ーバ ル 文 化資本」 （lijima　2009）を

獲 得す るこ とを H的 とした、 ミ ドル ・
ク ラ

ス の 国 内の 枠 を超 えた教育戦略が近年報告

されて い る（Chee　2002：Huang ＆ Yeoh 　2005 ：

Lee ＆ Koo 　2006 ：Waters　2006 ：Yeoh
，
　et　al　2005）。

　本研 究は 、こ の 新 し い 階層再 生産や階層

上 昇 へ の パ タ
ー

ン を Er本の 家族が教育戦略
の 一環 と し て ど の よ うに理 解 し て い る の か

を検討する も の で ある 。 こ の ケ
ー

ス ス タデ

ィ
ー

と して 、ア メ リカ 合衆国 ・
ハ ワイ で の

「親子留学」 に参加 した 20 人 の 口本人 の 母

親 か らイ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。 こ の 家族 の

階層的基盤 や保有す る資本、そ し て ハ ビ テ

ユ ス が グ ロ
ーバ ル な教育戦略 とい う差異化 1

卓越化 を生 み 出 し て い る の だろ うか。本研

究 は、こ の 日本人家族 の 学校選択 を通 じた

教 育戦略 を、将来 の 家族の 階層的地 位の 再

生産 を 目的 と した 、ブル デ ュ
ー

が論 じる

「象徴的闘争」 （1979− 1990）と捉 え 、 調査 対

象者 の 母親 の 語 り が構 築す る 「象徴的境界」

（Lamont＆ Molnar　2002）を分析する こ と に よ

っ て 考察する 。

2．東ア ジア の トラン ス ナ シ ョ ナル ・フ ァ

　 ミ リー と 日本の 「親子留学」

　 1990年代 の 日木 を除 く東 ア ジア で は 、 ト

ラ ン ス ナ シ ョ ナ ル ・フ ァ ミ リ
ー

と呼 ばれ る

母 親 と子 ど もが 欧米諸国 へ 移住 し、夫が 自

国 に残 り家族 を経済的 に支える とい う教 育

戦略の た め の 新 し い 家族形態 が見 られ る よ

うにな っ た 。
こ れ らの 研究に よ る と、グ ロ
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一バ ル な教育戦略 を取 る動機 として、 自国

の 教育 トラ ッ ク の 競争が激 し過 ぎた り（Lee ＆

Koo 　2006）、子 どもが試験 に失敗 し地位 達成

の 機 会が 狭ま っ た た め 、　 「セ カ ン ド・チャ

ン ス 」 の 戦略（Waters　2006）と して 欧米の 教育

トラ ッ ク へ の 移行 をす る と議論 され て い る。

　近 年、 日本の トラ ン ス ナ シ ョ ナ ル フ ァ ミ

リ
ー

の 形態 と し て 、幼稚園や小学生 の 子 ど

もを持 つ 日本 人 の 母親が
、 子 どもと一

緒に

英語 圏 の 国に 短期また は長期滞在を し、子

ど もを現地の 学校に送 っ て 教育を与 え る

「親 子留学」 が 話題 にな っ て い る。ハ ワイ

は代表的な 日本入 の 親子 留学 の 受 け入 れ先

で ある 。 ある親 子留学を斡旋する旅行代理

店 に よ ると、2009 年 の 夏休み には、約 500
組 の 家族 が ハ ワ イで 親子 留学 を体験 したの

だ とい う。

　夫の 転勤で 海外移住をす る とい う 「消極

的」 な理 由で の 子 ども の 海外 の 教育 トラ ッ

ク へ の 参人 とは異 な り、親子 留学 は夫 を残

し て 海 外 に母 規 と子 どもで 渡る と い う、
「積極的」 な グ ロ

ーバ ル 文 化資本 を獲得す

る こ と を 目的 と した 教育戦略 と し て 捉 え る

こ とが で きる。こ の 新 しい グ ロ ーバ ル な教

育戦略 を取 る家族 は どうい っ た特徴がある

の だ ろ うか 。

3．調 査概要

　本研 究は 、
2008 年 3 月 か ら 2009 年 8月 ま

で の 閥に 、
ハ ワイ 州ホ ノ ル ル に 子ど もと長

期 、 また は短 期で 滞在 して い る 日本人 の 母

親で 、3 歳 か ら 12歳 まで の 子 どもを持 つ 20

名 とイ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た。サ ン プ リン グ

法 は ス ノ
ーボ ー

ル ・サ ン プ リン グ を用 い た 。

イ ン タ ビ ュ
ー

で は 社会経済的背景 を聞 く以

外 に、ハ ワ イ に来た理 由、子 育て に対す る

考 えに つ い て 、 どの よ うな言説 を用 い 、ど

の よ うに他者 と の 差異化／卓越化 を行 っ て い

る の か を調査 した （象徴 的境 界）。
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4．調査対象者の 概要

　20名 の 調査参加者 の 内訳 として 、殆 ど

が 専業主婦で あ り、 15名が短期滞在者 で 、

5 名 が学生 ビザや就労 ビザ等で滞在 して い

る長期滞在者で あ っ た。20 名 の 母親 と夫 の

学歴 と夫 の 職業を基 に 、
2 つ の 階層集団が

浮 か び 上 が っ た 。 文 化 資本 （学歴） が高 く 、

夫 が弁護士 や大企業勤務ま た は経営者の 、

ア ッ パ ー ・
ミ ドル クラス に属す る母親 8 名

と、文化資本は低 い が、不動 産経営や 中小

企業の 経営者な ど の 、ニ ュ
ー ・リ ッ チ の 母

親の 12名 で あ る。

5．2 つ の タ イ プの 象徴的境界

　調査参加者 は 2 つ の タイプ の 象徴 的境界

を 引い て い た 。
1 つ は 、 日本 の 教育 と英語

を 中心 と した教育の 「教 育の タイプ 」 によ

る もの 。2 つ 目が 、　 「母 親 の タイ プ」 で あ っ

た 。

　 5．1．教育の タイプ

　調査参加者 は海 外や 国内の イ ン タナ シ ョ

ナ ル ス ク
ー

ル の よ うな欧米の 教育 トラ ッ ク

で 子 どもが 教育を受ける こ とで 、 （1）EQ な

どを含 む コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力が 身に つ

き、（2）自由な環境 で教育 が受 け られ、（3）個

性が 育ち、（4）外 国人 や文化に 対 して 寛容

（コ ス モ ポ リタン 的嗜好 ）（Calhoun　1993）に

な る と肯定的 に評価 して い た 。上 記 の 3 つ

は本 田 （2005）が指摘す る 「ポ ス ト近代型

能力」 の 特徴 とお お よそ合致 して い る。そ

れ と同時に、 日本 の 教育 トラ ッ ク で は 、 E

記の 4 点に つ い て は獲得する こ とが出来 な

い と否定的で あ っ た。

　 5．2母 親の タイ プ

　母 親の タイ プの 象徴的境界 は、ニ ュ
ー ・

リ ッ チ の 母 親た ちの 問で 顕著で あ っ た。彼

女達 は教育の タイ プの 象徴的境界の 解釈 を

拡大 し、　 「お受験 マ マ 」 た ち と自らを比較

し、 自分 の 方 が子 ど もに 良い 教育を 与えて

い る こ とを強調 して い た 。 そ し て 、お受験

マ マ の 子 どもた ちは 、IQ は高い か もしれ な

い が、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力が低 く、 将

来を親に決 め られ 自由が無 く、個性 が 無く

画
一
的で 、外 国の 文化に肝要 に なれず 狭い

人 間に な る、と理 解 して い た 。

　また 、ニ ュ
ー ・リ ッ チ の 母親 の うち の 数

人が 、　 度 は子 どもの 小学校受験に挑戦 し

た もの の 、　 「お受験 マ マ 1 た ちの と の 階層

文化の 違い や 、 受験や教育 に対 し て の 熱意

の 違い か ら諦め た経験 を持 っ て い た。

6．考察 とま とめ

　 ニ ュ
ー ・リ ッ チ の 母 親た ち の 小学校受 験

で 感 じた違和感やお 受験 マ マ に 対す る嫌 悪

感 は、片 岡 （2009） が指摘 をす る、近年 の

日本 の 小 ・中学受験拡大 とその 教育の 機 会

を独 占する エ リ
ー ト層が用 い て い る社 会的

閉鎖性 の 戦略 に 起因 して い る の か も しれな

い 。つ ま り、ニ ュ
ー ・リ ッ チ は 日本の 小 中

学校受験へ の 参入 に 必要 な高い 文化資本 と

それ に 必要 な ハ ビ テ ユ ス を持 ち合わせ て い

ない た め 、経済資本 が あれ ば参入可能な 、

グ ロ
ーバ ル 化 に よっ て 拡大 し つ つ あ る欧米

の 教育 トラ ソ ク へ 積 極的に参入 しつ つ ある

の で ない か。また、ニ ュ
ー ・リ ッ チ は親 子

留学な ど の 英語 教育に積極的 に参加 し、
「ポ ス ト近代型 能力」 や 「コ ス モ ポ リタン

的嗜好 」 な ど の 価値 に立脚す る こ とで 、 日

本 の 伝統的エ リ
ー

ト層 と差異化 ！卓越化 を し、

グ ロ ーバ ル 化す る社会の 中で 階層上昇を図

ろ うと して い るの で はない だ ろ うか 。

　 以上 の 、既存 の 日本の エ リ
ー ト層 と 、

ニ

ュ
ー ・リッ チ層 の 「象徴的闘争」 に つ い て

は本研 究の サ ン プ リン グの 性質上 、 仮説 と

い う形 で しか 留 めて お くこ とが 出来 ない 。

グ ロ
ーバ ル 化が進み 英語 の 必要性が 叫ばれ

た り、多 くの 日本人 が海外 へ 留学 をす るよ

うに な っ た 今 日、 こ の 仮説 に つ い て検証 を

行 うこ とは、 日本人 の 教育戦略を 国際的な

位置づ けで 把握す る 上で 重要 で あ る。

　 ま た 、 日本 人家族 の グ ロ
ーバ ル な教育戦

略が 結果的に階層 上昇に寄与す る か に つ い

て も今後 の 研究が待たれ る。数名の 調査 参

加 者 の 子 どもは ハ ワ イ の 現地 の 学校で 成績

が 良くな く 、 日本語 も英語 の 理 解 も中途 半

端な状態 に陥 っ て い た 。
こ の よ うな場合 、

グ ロ
ーバ ル な教育戦略が 、 階層再生 産 ・階

層 ヒ昇 に繋 が らない 可能性 もある。
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